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まねきのことば

さ ん び か  ♪神さまに感謝 しま

使徒言行録 6章 1～ 1

きみがすきだもて

♪どんなときでも (5

「きみがすきだよ、

ともだちだよ」 押ηl雌性
さ ん び か  ♪ィェス、イェス (487)
スカウトしゅくふくきとう      押ηl毬程
け ん き ん

じゅのいの り

し事 うえい   ♪グロリア、グロリア、グ回リズ26)
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かみさま|こかんじゃ
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か み さ ま に か んじゃ
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いもの を く ださ
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レル  ー

神さまに かんじゃしましょう、

ハ1/ルや、ハL/ルや、ハレルや。

神さまは よもヽものをくださった、

ハレルヤ、ハレルヤ、ハレルヤ.

*「 よいもの.|の ところに1よ 、いろいろなことばをしヽれることができます。
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して ください。

神 さま、これから
'も

私たちの

ことをみまもってください。

毎 日を楽 しく、感謝 して過ご

せるように してください。

お
同

い ち
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録行言徒使
せつ

～ 12節
しゅう はじ    ひ さ あつ

7週の初`め の日、わた したちがバンを裂 くために集まってい
よくじつしゅつぱつ   よてい  ひとびと

る と 、 パ ウ 回 は 翌 日 出 発 す る 予 定 で 人 々 に 話 を し た が 、 そ の

はなし よなか    つづ あつ            かいじょっ

話は夜中まで続いた。 8わ たしたちが集まつていた階上の
 ヽや び

部 屋 に は 、 た くさ ん の と も し 火 が つ い て い た 。 9ェ ゥ テ ィ軍 と ぃ ぅ
せいねん   まど  こし  か ′         はなし ながなが つづ

青年が、窓に腰を掛けていたが、パウロの話が長々と続いたので、
ねむけ もよお   ねむ さんがい    した

ひどく眠気を催し、眠りこけて三階から下に|お

       お
落ちてしまった。起こ

してみると、もう死んでいた。 10パウロ側
お  い  かれ うえ

に降りて行き、彼の上
こ    だ い      さわ い

にかがみ込み、抱きかかえて言つた。「騒ぐな。まだ生きている。J
い                さ

11そして、また上に行つて、パンを裂いて
た  よあ  な力洸ヽ1食
べ、夜明けまで長

い問話し続けてから出発した。 12
れてJ希り、大いに慰められた。

ひとびと  い  かえ   せぃねん  つ

人々は生き返った青年を連
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どんな時でも、どんな時でも

苦しみに負けず、くじl■てはならなしヽ。

イェスさまの、イェスさまの

愛を信じてお

>世界と人間 苦しみとなぐさめ

詞 :高橋順子 曲 :高浪晋―
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どんな時でも、

幸せをのぞみ、

イェスさまの 1

愛があるから。

どんなときでも
{俳(穆



(は じめと各節のおわりに歌う)

(487)
イェス、イェス

た し た ち

1.

2.

3.

4.

(は じめと各節のおわりに歌う)

イェス、イェス、

主の愛で 私たち みたしてください。

弟子たちの足 しずかにあらtヽ

ひとに仕える 主よ。(く りかえし)

3主の愛された すべての人が

わたしのとなりびと。(く りかえじ)
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2人種のへだて 立場のちがもヽ

すべてをこえる 主よ。(く りかえじ)

>世界と人間 愛

詞 :TOm COIVin 曲 :ガニナ民謡
4 しもべのように たがいに仕え

イェスとともに 歩もう。(く りかえじ

イェ ス ―  イェ ス ― じゅ の あ い で  わ

み  た し て く だ  さい
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グロ リ ア

暉10-Fi‐ a,

(グ 曹リ ア

ゲロリア、グロリア、グロリア

ダロリ ア  グロ リ ア   ち ち と み こ に

Glo‐ Fi“ a,  Glo‐ 重 ‐a,   Pa‐ tri et  Fi"li― ●

グロ リ ア  グロリ ア  バ トリエ ト アイリ オ

グロリ ア グT3リ ア  グロ リ ア

Glo‐ ri‐ ai  010-ri‐ a,   Glo‐ ri“ a.

ダロリ ア ダロリ ア  グロ リ ア

グロリア、グElリ ア、グロリア、父とみ子に、

グElリ ア、グロリア、グロリア、聖なるれいに。

*|‐ グロリアJは 、「栄光がありますように1と いう意味。

せ い な る れい に

Spi‐ ri‐ tu― i  San‐ cto.

スピリトウイ サン クト)



o主 の祈 り○
天にまします我らの父よ、

ねがわく|よ み名をあがめさせたまえ。

み国を来らせたまえふ

みこ通るの天になるごとく、

地にもなさせたまえ。

雲らの旨露の種を、も言も奪えたまえ。
われ    つみ もの    われ

我らに罪をおかす者を 我らがゆるすごとく、

我らの罪をもゆるしたまえ。

我らをこころみにあわせず、

悪より救ひ出したまえ。
さか

国 とちか らと栄 えとは

限 りな くなん じの ものなればな り。

アーメン。 (1880年訳 )

くに


